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11
人
の
力
一
つ
に☞　３月定例会　一般質問に５人登壇

☞　検証追跡　町単独で親元就農給付金創設

☞　インタビュー「かるまい町に住んでみて」

主な内容

☞　特集〔新年度予算〕

　　町長５期目を展望　　２
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 　 　　　31 年度の予算概要次は👈👈

　

町
に
嫁
い
で
き
て
、
子
育
て
を

通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
周
り
の

方
々
が
と
て
も
温
か
く
見
守
っ
て

く
れ
る
こ
と
。「
頑
張
っ
て
る
ね
」

と
の
一
言
で
私
自
身
も
安
心
し
、

子
ど
も
に
対
し
て
も
穏
や
か
に
接

す
る
こ
と
が
で
き
感
謝
し
て
い
ま

す
。あ
れ
ば
便
利
だ
と
思
う
の
は
、

一
時
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
で
す
ね
。

家
族
が
入
院
し
た
と
き
八
戸
市
内

の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
て
と
て

も
助
か
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
軽
米
町

に
も
つ
く
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

商
店
街
の
活
性
化
に
関
心
を
寄

せ
て
い
ま
す
。
交
流
駅
建
設
や
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
事
業
、火
葬
場
建
設
、

い
ち
い
荘
な
ど
各
施
設
と
も
に
た

い
へ
ん
な
努
力
が
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
整
備
後
の
運

営
体
制
の
充
実
が
大
事
で
、
官
民

一
体
で
進
め
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
町
の
理
想
と

す
る
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン
が
よ
く
見

え
な
い
の
が
残
念
。
長
生
き
し
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
町
「
イ
ー
ハ

ト
ー
ブ
」
の
実
現
を
望
み
ま
す
。

中谷 敏
と し み

見 さん

（下新町、60 代）

大清水 彩
さ い こ

子 さん

　　（仲町、40 代）

将来ビジョンを示し
イーハトーブ実現を

一時預かりの設置で
子育て支援の充実を

町民の声を届ける

　　

え
ご
ま
の
栽
培
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
た

め
に
も
、
ぜ
ひ
と
も
機
械
化
を
進

め
て
ほ
し
い
。
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に

よ
る
開
発
に
は
期
待
す
る
一
方

で
、
洪
水
被
害
な
ど
の
不
安
も
あ

り
ま
す
。
対
策
は
十
分
に
行
っ

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
人
生

１
０
０
年
時
代
に
、
余
生
を
豊
か

に
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
町

づ
く
り
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
関
係
へ
の
就
職
を
目

指
し
て
勉
強
し
て
い
ま
す
。
町
に

は
雇
用
の
場
を
つ
く
り
、
移
住
定

住
の
支
援
を
進
め
て
ほ
し
い
で

す
。
若
者
が
帰
っ
て
き
た
い
と
思

う
よ
う
な
町
づ
く
り
に
期
待
し
て

い
ま
す
。
自
分
も
将
来
的
に
町
内

で
働
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
の

で
、若
者
が
働
け
る
場
所
づ
く
り
、

企
業
誘
致
を
も
っ
と
も
っ
と
進
め

て
ほ
し
い
で
す
。

大清水 翼
つばさ

 さん

（上新町、20 代）

杉浦 　廣
ひろし

 さん

（上増子内、70 代）

若者定着に
　雇用創出を

えごま栽培に期待
機械化の推進を

　

山
本
町
政
５
期
目
へ

町
民
が
望
む
こ
と

特集

新年度予算

子
育
て
支
援
日
本
一

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

大
規
模
フ
ァ
ー
ム
誘
致
で
産
業
を
振
興

町
民
所
得
向
上
、
移
住
・
定
住

中
心
商
店
街
の
賑
わ
い
創
出

雇
用
創
出

　

山
本
町
政
５
期
目
の
最
初
と
な
る
３
月
定
例

会
（
第
30
回
定
例
会
）
が
、
２
月
28
日
か
ら
３

月
12
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

た
。
農
業
委
員
任
命
の
同
意
案
、
平
成
31
年
度

当
初
予
算
な
ど
す
べ
て
の
議
案
を
原
案
ど
お
り

可
決
し
ま
し
た
。（
Ｐ
10
参
照
）

　

施
政
方
針
演
述
で
山
本
賢
一
町
長
は
「
誰
も

が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
、
健
康
で
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
で
快
適
な
町
の

実
現
に
邁
進
す
る
」と
表
明
。５
期
目
の
ス
タ
ー

ト
と
な
る
31
年
度
事
業
に
町
民
は
何
を
期
待
し

課
題
は
何
か
。
町
民
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。
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 　 　　　31 年度の予算概要次も👈👈

民生費　30.6％
21 億 3660 万円

教育費　8.9％
6 億 2346 万円

その他　0.1％
　　943 万円

議会費　1.3％
　8681 万円

公債費　11.1％
7 億 7764 万円

衛生費　14.1％
9 億 8290 万円

土木費　12.2％
8 億 5191 万円

消防費 4.2％　　
2 億 9125 万円

農林水産業費　4.1％ 　 
2 億 8887 万円

支 出
（ 歳 出 ）総務費　11.9％

8 億 2954 万円

商工費　1.5％　
1 億 454 万円

町が借りたお金

の返済費用

道路や町営住宅

の整備等の費用

学校運営や生涯

学習活動の費用

バス運行や地域活

動支援費等の費用

保育園運営、各種医

療費の給付、いちい

荘建設助成等の費用

各種検診やごみ収集、

火葬場建設等の費用

消防車両等の整備費用

　町の地形や河川整備が未整備のところ
もあり、決して災害に強いとは言えない。
町民を災害から守るためには、日ごろか
らの危機管理意識を共有し、ハード整備
とともに有事の際に実行できる具体的な
ソフト対策が必要ではないでしょうか。
専門家を主体に行政機関、町民も入った
組織を立ち上げ、防災への議論をしてい
くべきだと思います。

高橋　寿
ひさし

 さん

 （上新町）

町消防団小型ポンプ積載車（８分団２部）　１１４０万円　　　
防災士講習会受講への助成（２名分）【新】  　　　４万円
そのほか災害対策費（非常食備蓄など）　　　２８９万円

専門家とソフト面対策の充実を

防災対策

　軽米高校教育振興会支援事業費補助金が、大幅に
増額されました。30 年度には支援員の配置、八戸
市から通学する生徒に通学タクシー補助金を支給。
加えて 31 年度は路線バス外地区への通学支援、通
学が困難な場合の下宿等助成金や親戚居住助成金も
予算化されたようです。軽米高校の存続に向けた町
の支援態勢が整いつつあります。同校同窓会東京支
部では、軽米秋まつりへのツアーも計画。町でも活
動ＰＲとして広報紙等でも紹介してほしいですね。

千葉 千
ち が

賀 さん

  （上新町）

軽米高校支援への事業費が拡大

子育て支援

子育て世代包括支援事業【新】　　　　　　  ５２４万円　　　
地域子育て支援拠点事業（ピヨピヨ広場）　  ２０５万円
小中学校給食費助成事業　　　　　　　　　９２９万円
小中学校学力向上推進事業　　　　　　　１３５１万円
軽米高校教育振興会支援事業　　　　　　１０４４万円

ここに注目！　平成31 年度一般会計予算

町のお金の使い道　町民の意見を聞く
平成 31 年度の一般会計当初予算 69 億 8,300 万円の使い道が決まりました

町民の皆さん一人ひとりが思い描くお金の使い道となっているのか
注目すべき 3 つの分野についてのご意見を伺いました

予算は町づくりの源となる大事な決定です
一緒に考えてみましょう

健
康
で
心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
安
全
な
町
に　

歳出編①

結婚新生活支援事業

新婚世帯の経済的支援を目的に住
宅取得費、住宅賃貸借費用、引っ
越し費用の一部を助成

150 万円3 億 6310 万円

特別養護老人ホーム
いちい荘の整備支援

特別養護老人ホームいちい荘の建
替えに向け費用の一部助成と貸付

火葬場整備事業

2020 年 4 月の供用開始に向けて
町火葬場を改築

6 億 5000 万円

町営住宅の整備

新萩田２号団地（仮称）町営住宅
を県北分場跡地に整備

3 億 1104 万円

総額 69 億８３００万円
（前年比12 ・ ２％増）

平成 31 年度

注目事業を
ピックアップ

※重点事業・主要事業等から抜粋
※金額は 1 万円未満は切り捨て

団員の消防技術向上を
競い合う消防操法大会▶

軽米高校教育振興会支援事業は前年度比で
約 395 万円増額に

※歳入歳出とも 1 万円未満は切り捨て
※グラフ中の「％」は構成比を表す
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 　 　　　予算特別委員会の概要次は👈👈

国・県支出金 11.5％ 
8 億 902 万円

町債　20.6％

14 億 4050 万円

譲与税・交付金　4.0％
2 億 7570 万円

依存財源

　74.7％
国 や 県、 借 入
金で賄う収入

繰入金　9.7％

 6 億 7802 万円

町税　11.2％

7 億 7948 万円

諸収入　2.0％
1 億 4159 万円

その他　2.4％
1 億 6766 万円

国や銀行から

借りるお金

国や県からの

補助金・委託金

地方消費税など国からの交付金等

行政の格差をなくす

国からの交付金

町民の皆さんが納める

町民税、固定資産税など

基金などから

持ってくるお金

町で集める収入

自主財源

　25.3％

収 入
（ 歳 入 ）

※歳入歳出とも 1 万円未満は切り捨て
※グラフ中の「％」は構成比を表す

地方交付税　38.6％

26 億 9100 万円

歳入編

　小軽米地区ほ場整備に向けた予算が盛り込ま
れたと聞き大歓迎しています。しかしながら農
業後継者やリーダーの育成、公平な水利の確保
など慎重に検討しなければならないことがたく
さんあります。まだスタートラインに立ったば
かりで課題も多く、町にはご苦労をおかけする
と思いますが、強力にご指導いただき早期に実
現するよう期待しています。

吉岡 文
ふみ

男
お

 さん

 　（河北）

小軽米ほ場整備に待望の予算

　昨年、町議会と町認定農業者との意見交換会に
出席したときに、国の農業後継者への給付金制度
に対して問題提起させていただきました。さっそ
く町の実情に合わせた独自の親元就農給付金制度
を作っていただいて感謝しています。今後も引き
続き、就農者が増えるような制度に改良し充実し
たものにしていただくよう期待しています。

安藤 忠
ちゅういち

一  さん

 （上新町）

農業後継者の支援事業に期待

親元就農給付金事業【新】　　　　　４６２万円
農業次世代人材投資事業　　　　　  ９７５万円　　　
小軽米地区ほ場整備事業【新】　　　２７５万円
畜産産地づくり強化対策事業　　  １３６５万円
新規求職者等地域雇用促進奨励金  １５９８万円
６次産業化推進事業　　　　　　　  ４７０万円

産業振興

歳出編②

ここに注目！　平成31 年度一般会計予算

歳入の内訳では地方交付税が最も多く、
約 26 億 9 千万円で、収入全体の約４割を占めます。
次いで、借入金に相当する町債は 14 億４千万円ほど。
町債の残高は、横ばいですが徐々に増える傾向にあります。
一方、貯金に相当する主要３基金の残高は約 9 億円で、前年度比６億 5 千万円減少。
公共施設の整備事業が増え予算規模は大きくなっていますが、基金が減少、町債は増加。
今後の町財政状況を、町民の皆さんとともに注意深く、見ていく必要があります。

主要３基金内訳 28 年度 29 年度 30 年度見込 31 年度見込
財政調整基金 12 億 9503 万円 12 億 5356 万円 11 億 9000 万円 5 億 8424 万円
町債減債基金 5294 万円 4955 万円 4622 万円 4616 万円
ふるさとづくり振興基金 3 億 5927 万円 3 億 1830 万円 3 億 1830 万円 2 億 6833 万円

合　計 17 億   725 万円 16 億 2142 万円 15 億 5452 万円 8 億 9875 万円

28年度 29年度 30年度見込 31年度見込

■主な基金残高の推移【減少傾向】

16 億円

0

10 億

発行額

現在高

28年度 29年度
30年度見込

31年度見込

■町債残高の推移【増加傾向】
年度別 平成 28 年度 29 年度 30 年度見込 31 年度見込
現在高 73 億 5641 万円 75 億 3337 万円 79 億 8741 万円 86 億 8781 万円

年発行額 8 億 4640 万円 8 億 5720 万円 11 億 6720 万円 14 億 4050 万円

80 億円

60

40

20

0

☆国民健康保険特別会計　 11 億 8700 万円
☆下水道事業特別会計　　  1 億 6270 万円
☆介護保険特別会計 　　　　　6040 万円
☆後期高齢者医療特別会計    　9110 万円
☆水道事業会計
　　　  　　　 収益的収入　3 億 6947 万円
　　　  　　　　　　 支出　3 億 6931 万円
　　　  　　　 資本的収入　　　8072 万円
　　　  　　　　　　 支出　2 億 5805 万円

平成 31 年度
特別会計と公営企業会計の予算

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています

葉たばこ生産の後継者対策に
も事業の活用が期待されます

ほ場整備に向けた調査費用が予算計上されました
（写真は小軽米地区の水田、右奥が小軽米小学校）

※金額は 1 万円未満は切り捨てています

※金額は 1 万円未満は切り捨てています
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平成 31 年度　一般会計予算

 　 　　　３月定例会の概要
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　前年度比約 7億６千万円の増額で、
火葬場及び特別養護老人ホームの整
備、町営住宅など町民要望にしっかり
と応えている。農業分野の担い手確保、
子育て支援などハード、ソフト両面で
の真摯な取り組みが反映された予算で
あり、評価し賛成する。

≪３月定例会≫　討論 ３月 12 日の最終本会議での発言要旨を掲載

古舘 機智男 田村 せつ

　自治体の役割は、住民福祉の増
進と生活を守ることにある。しか
し大規模畜産施設の誘致は既存農
家への影響が懸念される。必要な
のは中小農家を育てていくことで
ないか。交流駅は町民の夢が膨ら
み、中心街の活性化をめざすべき
ものだが、場所選定や完成の遅れ
で大きく後退している。財政面か
らの保育園の民営化は、子育て支
援に逆行するもの。こうした町民
主体の町政から離れてしまってい
ることから反対する。

　厳しい財政状況にあり、現状の医療費水準
を維持しながら、医療費抑制に向けた特定健
診、糖尿病重症化の予防対策など保健・医療・
福祉が一体となったきめ細やかな予防活動は
評価できる。事務効率化と経費軽減に向けた
クラウド化も進められており賛成する。

【
議
案
第
８
号
】　
平
成
31
年
度
一
般
会
計
予
算

【
議
案
第
９
号
】
平
成
31
年
度

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

町民要望にしっかりと対応

保健医療福祉一体の活動評価

対象
議案

古舘 機智男 中村 正志

　国民健康保険税の引下げを求める声が多い
中、制度の都道府県化によって一律の保険税
にされようとしている。町も本年度の一般会
計からの法定外繰入を予算化していない。最
終的には値上げにつながる。短期被保険者証
の発行も町民いじめの施策であり反対する。

一般会計からの繰入継続を望む

対象
議案

反 対 賛 成反 対

賛 成反 対

本会議場での討論は議案ごとに、先に反対者、
次に賛成者の順番で行われます。

（※）議長は通常、採決には加わらない

　賛否が分かれた議案等の
　表決一覧　（賛成：○、反対：×、欠席：欠）

議　員　名　

　
議案名

中
里
　
宜
博

中
村
　
正
志

田
村
　
せ
つ

川
原
木
芳
蔵

上
山
　
勝
志

舘
坂
　
久
人

茶
屋
　
　
隆

大
村
　
　
税

松
浦
　
満
雄

本
田
　
秀
一

細
谷
地
多
門

古
舘
機
智
男

山
本
　
幸
男

（※）
松
浦
　
求

賛
成

反
対

結
果

同意案②　農業委員の任命 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × 10 2 同意

議案⑧　31 年度一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 2 可決

議案⑨　31 年度国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × 11 2 可決

（※）議長は通常、採決には加わらない。

中村 正志 賛 成

　町長選挙があったにも関わらず、町
政課題に対応し、前年度比 10％増の
積極予算である。ハード事業整備を前
に進め、住民といかに話し合いを重ね
るかに期待する。重点的かつ効率的な
予算編成と評価し、賛成する。

課題解決に向けた積極予算

町民主体の町政ではない

公募したが結果的に女性の応募がなく、無理
にお願いするわけにもいかない。また国・県
の指導により、女性委員の枠を何人と明文化
して募集することはできないとされている。

答

農業委員会委員に 10 名を任命
農業委員会委員の任期満了に伴い、新たに農業
委員 10 人の任命への同意について提案した。
　　　　　　　　　　　　　　　【事業費―円】

洪水区域の防災マップ作成
県が雪谷川をはじめとする県内 15 ～ 20 河川
の洪水浸水想定区域を、５か年計画で指定する
ことに伴い作成するもの。確実な財源確保のた
め 30 年度予算とし、繰越明許費として実質、
31 年度に取り組む。　【補正金額 397 万円】

女性委員がいないのはなぜか。女性委員の
枠を設けても良かったのではないか。問

数年前にも防災マップを作成しているが、
今回作成するものはどこが違うのか。

前回のものは過去の
浸水区域を図面化し
た。今回は、県が最
大想定規模の降雨が
あった場合の浸水想
定区域を調査し、作
成する。なお当町で
は町中心部の雪谷川
部分で作成される。

問

答

☞ 関連Ｐ９、10

相談体制の充実が必要と考えている。悩み事
を抱えたままにならないよう、相談体制を整
え、相談できる窓口を広げ対応していきたい。

答

自殺予防への対策

全国さるなし・こくわサミット
全国 10 市町村で構成し、過去２回は福島県玉
川村で開催。さるなし・こくわを原材料にした
特産品のＰＲ、販売を行う。食フェスタ前日の
10 月 19 日に総会と交流会を開催。翌日に各市
町村で物販・ＰＲを行う。【事業費３４７万円】

本町の自殺者が多いことに対する具体的な
取り組みは。問

現在のさるなし生産の状況は。以前のような
商品製造に原料が不足する事態はないか。

平成 30 年度の生
産量は 4.8㌧。例
年４～５㌧で推移
している。前年度
までの在庫を約８
㌧ほど確保してい
ると聞いている。

問

答

豪雨災害 20 年としての取り組みは特には考
えていないが、31 年度は町全体での水防訓
練を予定している。時期は 10 月下旬ごろを
見込む。

答

防火防災への取り組み

生活支援コーディネーター
高齢者支援の体制づくりに生活支援体制整備事
業嘱託職員（生活支援コーディネーター）の配
置と、成年後見人養成事業を新たに予算化。
　【事業費】市民後見人養成事業　２２７万円
　　  生活支援コーディネーター　６５７万円

平成 11 年の豪雨災害から 20 年を迎える
が、何かしらの事業を予定しているか。問

生活支援コーディネーターはどういう役割
を担うのか。

困っている高齢者に対し、何に困っているの
かを聞き、解決策を探り生活しやすい環境を
作ることを目的に、30 年度、「結っこの会」
を立ち上げた。コーディネーターは全体のま
とめ役としての役割を担う。

問

答

農業委員の地区割りはないが、農地利用最適
化推進委員と一緒に現地調査など行うことを
考慮し、町内 3 地区（軽米・小軽米・晴山）
のバランスもみながら選定している。

答

町中心部に農業委員がいない。中心部には
農地が多く、転用申請や今後の農地利用の
意向調査など業務も多い。見直さないか。

問

 質 疑
同意案第２号 平成 30 年度　一般会計補正予算

☞ 関連Ｐ 11 平成 28 年 10 月の台風 10 号で
増水した雪谷川（左は昭和橋）

年間４㌧ほど生産されるさるなし
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【請願陳情第 23 号】
＊件名：「最低賃金の改善と中小企業支援の
　　　　拡充を求める請願書」
＊要旨：最低賃金を早期に全国の最低８００円、
　　　　２０２０年までに１０００円をめざし、
　　　　併せて中小企業負担軽減策を講じるよう
　　　　政府等に意見書を送付してほしい
＊請願者：岩手県労働組合連合会
　　　　　議長　金野耕治　ほか１団体
＊紹介議員：古舘機智男、茶屋　隆、中里宜博

皆さんからの請願 ・ 陳情の審査結果

採
択

全会一致

意見書提出
内閣総理大臣、厚生労働大臣

【歳入】
・普通交付税　　　　　　 　   （地方交付税 336 万円）
・社会資本整備総合交付金　　（国庫補助金 198 万円）

【歳出】
・防災マップ作成業務委託料　　　（消防費 397 万円）

平成 30 年度一般会計予算の補正

総額 67 億 8,331 万円に
一般会計補正予算（第７号）の主な内容

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています
※表中の○数字は補正措置の回数を表しています

会計別歳入歳出予算（３月 12 日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計⑦ 496 万円 67 億 8331 万円

特
別
会
計

国民健康保険② △ 60 万円 11 億 9670 万円
後期高齢者① ー 9170 万円
介護保険③ ー 6921 万円
下水道事業① ー 1億 6860 万円

≪３月定例会≫

請願陳情・補正予算

 　 　　　５議員の一般質問次は👈👈

第 29 回臨時会
（平成 31 年２月８日開催）

第 31 回臨時会
（平成 31 年３月 25 日開催）

平成 30 年度会計別歳入歳出予算（３月 25 日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計⑧ △ 2 億 8098 万円 65 億   232 万円

特
別
会
計

国民健康保険② － 11 億 9670 万円
後期高齢者② △ 87 万円 9082 万円

介護保険④ △ 625 万円 6296 万円
下水道事業② △ 1096 万円 1 億 5763 万円

【
議
案
①
】　

職
員
の
時
間
外
勤

務
に
つ
い
て
上
限
を
定
め
る
よ

う
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

【
議
案
②
③
④
⑤
】　

平
成
30
年

度
軽
米
町
一
般
会
計
予
算
な
ど

特
別
会
計
を
含
む
４
会
計
の
補

正
予
算
に
つ
い
て
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
支
出

見
込
額
の
確
定
等
に
よ
り
、
実

際
の
執
行
金
額
に
合
わ
せ
て
補

正
す
る
な
ど
の
内
容
で
す
）

　
〔
全
員
賛
成
で
可
決
〕

※
各
会
計
ご
と
の
補
正
金
額
及

び
総
額
は
下
記
の
と
お
り
。

時
間
外
勤
務
の
上
限
規
定

平成 30年度会計別歳入歳出予算（２月８日現在）

会計別
予算額

今回補正額 予算総額
一般会計⑥ 1億 3789 万円 67 億 7834 万円

特
別
会
計

国民健康保険① － 11 億 9731 万円
後期高齢者① － 9170 万円
介護保険③ 15 万円 6921 万円
下水道事業① － 1億 6860 万円

【
議
案
①
】　

軽
米
町
過
疎
自
立
促
進
計
画
に

小
中
学
校
へ
の
空
調
設
備
導
入
事
業
を
追
加

す
る
も
の
。

【
議
案
②
③
④
】　
県
人
事
委
員
会
勧
告
を
鑑

み
、
一
般
職
職
員
と
特
別
職
の
期
末
手
当
及

び
一
般
職
職
員
給
料
表
を
増
額
改
定
す
る
も

の
。

【
議
案
⑤
】　

町
営
住
宅
建
替
団
地
造
成
工
事

の
変
更
契
約
を
締
結
す
る
も
の
。

・
変
更
後
契
約
額
７
１
８
２
万
７
５
６
０
円

【
議
案
⑥
⑦
】　

平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
と

介
護
保
険
特
別
会
計
の
補
正
予
算
に
つ
い

て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。（
議

案
②
③
④
と
の
関
連
。
下
表
を
参
照
）

　
〔
す
べ
て
全
員
賛
成
で
可
決
〕

一
般
職
と
特
別
職
手
当
を
増
額
改
定

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています
※表中の○数字は補正措置の回数を表しています

※金額はすべて 1 万円未満の金額を切り捨てています
※表中の○数字は補正措置の回数を表しています

≪３月定例会≫案件と 採決結果　
番号等 案件内容

掲　載
ページ

本会議の
採決結果

審査の
付託先

採決日

同意案① 固定資産評価審査委員の選任〔坂上　清氏＝山口、再任〕 ―
同　意

（全員賛成）

2 月 28 日

（招集日）

同意案②

農業委員会委員の任命
　〔下谷地敦雄氏＝下谷地渡、畑林悦男氏＝屋敷、笹山結実男氏＝新井田、
　  山田一夫氏＝仲軽米、苅谷雅行氏＝苅敷山、福田光雄氏＝上野場、
　  安田正一郎氏＝上河南、細谷地司氏＝高柳、西舘徳松氏＝蛇口、
　  内澤初蔵氏＝向高家〕

Ｐ８
同　意

（賛成多数）

諮問① 人権擁護委員の推薦　〔新井田宣久氏＝沢里、再任〕 ―
適　任

（全員賛成）
諮問② 人権擁護委員の推薦　〔田頭トヨ子氏＝荒町、新任〕 ―

議案①

二戸地区広域行政事務組合規約の一部変更の協議に関し議決を求めること
　〔クリーンセンター改修にかかる市町村負担割合の設定と、消防本部の経費の
　　負担割合について見直す内容〕

―

可　決
（全員賛成）

平
成
31
年
度
軽
米
町
一
般
会
計
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会

3 月 12 日

（最終本会議）

議案②
特別職の職員の給与並びに旅費及び費用弁償に関する条例の一部改正
　〔農業委員等の活動実績に応じた能率給を加算できるようにする内容〕

―

議案③
軽米町森林環境整備基金条例
　〔森林環境譲与税の創設に伴い、同基金を新たに設ける内容〕

―

議案④
軽米町道路占用料徴収条例の一部改正
　〔町道等の敷地内に電柱等を建てた際の使用料について見直す内容〕

―

議案⑤
軽米町水道の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理
者の資格基準に関する条例の一部改正　〔水道法施行令等の改正に伴う内容〕

―

議案⑥
平成 30 年度一般会計補正予算（第７号）
　〔496 万 7 千円増額し、総額 67 億 8331 万 3 千円に〕

Ｐ 11

議案⑦
平成 30 年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
　〔60 万 6 千円減額し、総額 11 億 9670 万 9 千円に〕

Ｐ 11

議案⑧ 平成 31 年度軽米町一般会計予算　〔歳入歳出総額 69 億 8300 万円〕
Ｐ 4

～ 7 可　決
（賛成多数）

議案⑨
平成 31 年度軽米町国民健康保険特別会計予算
　〔歳入歳出総額 11 億 8700 万円〕

Ｐ 6

議案⑩ 平成 31 年度軽米町下水道事業特別会計予算　〔歳入歳出総額 1 億 6270 万円〕 Ｐ 6

可　決
（全員賛成）

議案⑪ 平成 31 年度軽米町介護保険特別会計予算　〔歳入歳出総額 6040 万円〕 Ｐ 6

議案⑫ 平成 31 年度軽米町後期高齢者医療特別会計予算〔歳入歳出総額 9110 万円〕 Ｐ 6

議案⑬

平成 31 年度軽米町水道事業会計予算
　〔収益的収入 3 億 6947 万 9 千円、同支出 3 億 6931 万 4 千円〕
　〔資本的収入　　 8072 万 1 千円、同支出 2 億 5805 万８千円〕

Ｐ 6

議案⑭
財産の譲渡に関し議決を求めること　〔いちい荘建設用地（6,595.07㎡）
　を事業主体の軽米町社会福祉協議会に無償譲渡する内容〕

―

請願陳情

㉓

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める請願
　〔最低賃金の引き上げと、中小企業への負担軽減を求める内容〕

Ｐ 11
採　択

（全員賛成）

総
務
教
育

民
生
常
任

委
員
会

議案⑮
損害賠償の額の決定及び和解に関し議決を求めることについて
　〔町道の凍上により自家用車タイヤの損傷への賠償額　9,500 円〕

―

可　決
（全員賛成）

発議案① 最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書〔請願陳情㉓関連〕 Ｐ 11

委員会の閉会中の所管事務調査
　〔次の定例会までの間、委員会の調査活動を認めるもの〕

―

平成 31 年度の議員派遣　〔31 年度の議員研修等の予定を定めるもの〕 ―
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質問議員 質問事項 関連写真

　山本町長５期目の公約
　　　１　人口減少対策
　　　２　施設整備
　　　３　農林業振興

　中学校の運動部活動のあり方
　　　町独自の部活動指導員で魅力づくりを

　姉妹町音更町との交流事業を支援し交流拡充を
　　　自主的な交流事業にも支援しないか

　町民バスの運行
　　　１日１００円券の発行とイベント時運行を

　地域おこし協力隊の受け入れ状況は
　　　町の振興発展に引き続き募集を

　共同浴場「湯っこ」の建設を
　　　かるまい交流駅（仮称）とともに計画を

　再生可能エネルギーの取り組み
　　　大雨等の防災対策を今一度検証しないか

第 30 回定例会

一般質問

一般質問

茶
ち ゃ や

屋　隆
たかし

　　　　　　

問人口減対策に雇用と住宅を

答 園芸・畜産施設の誘致を進めている

【
問
】人
口
減
少
対
策
に

は
、
働
く
場
所
と

安
い
住
宅
が
必
要
と
考
え

る
が
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

【
町
長
】
雇
用
創
出
は
、

大
規
模
養
鶏
及
び
養
豚
施

設
と
、
ト
マ
ト
な
ど
の
大

規
模
園
芸
施
設
の
誘
致
の

実
現
に
向
け
交
渉
等
を
進

め
て
い
る
。
住
宅
整
備
は

重
要
な
課
題
と
認
識
し
て

い
る
。
近
隣
市
町
村
の
若

者
世
代
も
移
り
住
め
る
よ

う
な
住
宅
整
備
を
、
総
合

的
に
検
討
し
た
い
。

【
問
】新
郷
村
の
若
者
向

け
入
居
支
援
制
度

（
※
）
の
よ
う
な
思
い
切
っ

た
施
策
が
必
要
で
は
。

【
町
長
】
同
村
長
か
ら
も

話
は
伺
っ
て
い
る
。
予
算

を
含
め
検
討
し
な
が
ら
進

め
て
い
き
た
い
。

【
問
】い
ち
い
荘
、
火
葬

場
、
交
流
駅
整
備

町長５期目の公約

町長

特
　
集
　
記
　
事

３
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

３
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

携
し
県
内
外
の
Ｐ
Ｒ
に
努

め
て
い
る
。
ご
指
摘
の
町

内
Ｐ
Ｒ
も
重
要
で
あ
り
、

今
後
も
食
フ
ェ
ス
タ
な
ど

で
更
な
る
周
知
を
図
っ
て

い
き
た
い
。
本
年
度
、
町

商
品
開
発
促
進
補
助
金
を

創
設
し
た
。
よ
り
魅
力
的

な
商
品
づ
く
り
と
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
り
た
い
。

ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
振
興
を

新
商
品
開
発
の
補
助
制
度
を
創
設

問町
長

施
予
定
で
、
平
成
35
年
４

月
か
ら
の
使
用
が
で
き
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

【
問
】交
流
駅
に
、
又
は

隣
接
し
て
宿
泊
施

設
や
入
浴
施
設
が
あ
れ
ば

と
の
声
に
対
し
ど
の
よ
う

に
検
討
し
た
か
。

【
町
長
】
い
ろ
い
ろ
な
意

見
を
聞
き
な
が
ら
検
討
し

て
い
る
。

の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

と
進
め
方
を
伺
う
。

【
町
長
】
い
ち
い
荘
は
、

本
年
６
月
に
は
工
事
発
注

し
、
31
年
度
内
に
完
成
予

定
と
さ
れ
て
い
る
。
火
葬

場
は
本
年
度
着
工
し
、
来

年
４
月
か
ら
の
供
用
開
始

を
め
ざ
す
。
交
流
駅
は
町

道
大
町
下
新
町
線
の
改
良

工
事
、
水
路
工
事
等
を
実

【
問
】か
る
ま
い
ブ
ラ
ン

ド
認
証
商
品
の
振

興
策
と
Ｐ
Ｒ
活
動
が
必
要

と
考
え
る
が
、
今
後
ど
う

展
開
し
て
い
く
の
か
。
町

民
が
知
り
、
食
べ
て
み
る

こ
と
も
必
要
で
な
い
か
。

【
町
長
】
町
ブ
ラ
ン
ド
認

証
商
品
は
、
町
商
工
会
や

㈱
軽
米
町
産
業
開
発
と
連

若い世代の人たちが安心して暮らせる住宅環境の整備が
定住や人口増に結びつくのではないでしょうか

　５人が登壇

※掲載されている質問要旨や回答内容は要約していますのでご了承ください。
※質問・回答の全文は会議録形式で、町議会ホームページにてご覧いただけます。

一般質問とは
・定例会に限り、町政全般に関して質問できます
・質問項目はあらかじめ事前の通告が必要です
・質問者の順番は通告した順番で行われます
・同一項目についての再質問は２回までできます
・時間の制限はありません

◀軽米町議会ＨＰ
　 QR コード

議会の傍聴にお越しください

次回は、議員選挙後の第１回臨時会

 ５月８日開会予定です

一般質問

中村正志
（14 ページ）

田村せつ
（15 ページ）

山本幸男
（17 ページ）

茶屋　隆
（13 ページ）

大村　税
（16 ページ）

 （※）青森県新郷村の住宅支援制度
世帯主が 45 歳未満で、新たに移住する夫婦又は家族は家賃月額
３万 5千円。18 歳未満の子がいる場合 1人あたり 5千円を減額。
入居準備金 20 万円を支給。20 年経過で土地・建物を無償で譲渡。
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田
た む ら

村 せつ

一般質問

中
なかむら

村 正
ま さ

志
し

一般質問

特
　
集
　
記
　
事

３
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

特
　
集
　
記
　
事

３
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

問一日 100 円券の検討を

答 他の路線もあり１回 100 円を継続

町民バスの運行

町長

問環境充実に町独自指針を

答 留意すべき点もあり、学校と協議したい

中学校運動部活動の在り方

教育長

【
問
】中
学
校
の
部
活
動

方
針
を
伺
う
。

【
教
育
長
】
町
教
委
で
は

30
年
12
月
に
指
針
を
策
定

し
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
開
し
て
い
る
。
国
・
県

方
針
等
に
の
っ
と
り
、
適

切
な
休
養
日
等
を
設
定
し

て
い
る
。

【
問
】新
設
さ
れ
た
部
活

動
指
導
員
の
活
動

内
容
は
。

【
教
育
長
】
31
年
１
月
か

ら
野
球
部
に
１
名
を
配
置

し
て
い
る
。
実
技
指
導
、

安
全
対
策
等
の
指
導
、
用

具
等
の
点
検
管
理
、
生
徒

指
導
の
ほ
か
部
顧
問
も
務

め
る
こ
と
が
で
き
る
。。

【
問
】中
学
校
の
部
活
動

の
影
響
は
大
き
い

が
、
そ
れ
だ
け
に
頼
ら
ず

に
地
域
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の

指
針
が
必
要
と
考
え
る
。

検
討
を
し
て
い
る
か
。

【
教
育
長
】
町
民
誰
も
が

ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
取
り
組

め
る
よ
う
、
引
き
続
き
環

境
整
備
と
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

【
問
】中
学
生
へ
の
指
導

環
境
充
実
に
、
町

独
自
の
指
針
を
策
定
し
、

子
育
て
支
援
の
目
玉
に
し

な
い
か
。
部
活
動
指
導
員

を
町
独
自
で
設
置
す
る
な

ど
提
案
す
る
。

【
教
育
長
】
学
校
教
育
の

一
環
で
あ
る
こ
と
か
ら
適

昭和 60 年の姉妹町締結以来、継続されている小学生の
相互交流を更に発展させていきたいものです（写真は
平成 30 年度の研修団）

切
な
活
動
計
画
と
安
全
配

慮
、
生
徒
の
志
向
・
個
性

な
ど
留
意
す
べ
き
点
も
あ

り
学
校
と
も
協
議
し
て
い

き
た
い
。
部
活
動
指
導
員

は
複
数
人
配
置
も
可
能
で

あ
り
今
後
検
討
し
た
い
。

◀「軽米町立中学校の部活動の在り方に関
する指針」　（軽米町教委ＨＰ） QR コード

【
問
】音
更
町
と
の
今
後

一
層
の
交
流
拡
大

に
向
け
て
、
周
年
事
業
に

限
ら
ず
町
民
主
体
の
交
流

事
業
を
支
援
し
て
い
く
考

え
は
な
い
か
。

【
町
長
】
両
町
の
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
交
流
で
は
、
八
戸

港
ま
で
の
バ
ス
送
迎
を
支

援
し
て
い
る
。
経
費
面
の

負
担
は
困
難
で
あ
り
、
送

迎
や
人
的
面
で
支
援
し
て

い
き
た
い
。

【
問

】小
学
生
相
互
交

流
は
姉
妹
町
締

結
以
来
、継
続
し
て
い
る
。

30
代
、
40
代
の
交
流
事
業

に
発
展
さ
せ
な
い
か
。

【
町
長
】
現
時
点
で
、
両

町
間
で
の
具
体
的
な
協
議

は
無
い
。
今
後
の
参
考
と

し
た
い
。

姉
妹
交
流
の
支
援
拡
大
を

経
費
面
で
の
支
援
は
難
し
い

問町
長

【
問
】１
乗
車
１
０
０
円

の
町
民
バ
ス
は
自

動
車
運
転
免
許
を
持
た
な

い
方
々
は
、
通
院
や
買
い

物
な
ど
で
非
常
に
助
か
っ

て
い
る
。
更
に
利
便
性
を

高
め
利
用
者
を
増
や
す
た

め
に
、
１
０
０
円
で
乗
り

放
題
の
一
日
券
を
発
行
し

て
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
ご
提
案
の
一
日

定
額
券
は
、
利
用
者
に

と
っ
て
は
非
常
に
良
い
制

度
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
３
事
業
者
で

運
行
す
る
町
内
の
路
線
バ

ス
で
は
乗
車
一
回
ご
と
に

運
賃
を
負
担
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
公
平
性

を
考
え
今
後
も
町
民
バ
ス

も
１
回
あ
た
り
１
０
０
円

で
お
願
い
し
た
い
。

通院や普段の買い物のほか市日に利用する方も多い町民バス（写真）
より利便にして利用者増につなげたいものです

【
問
】秋
ま
つ
り
の
際
に

町
民
バ
ス
を
運
行

で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
町
民
バ
ス
は
３

台
あ
り
曜
日
ご
と
に
地
域

を
決
め
て
運
行
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
一
日
に
全

地
域
を
運
行
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
り
、
新
た
な
費

用
も
生
じ
て
く
る
。
交
通

規
制
も
あ
り
経
路
等
も
考

慮
す
る
と
、
イ
ベ
ン
ト
時

の
運
行
は
難
し
い
。

【
問
】バ
ス
停
の
時
刻
表

が
見
に
く
い
と
の

声
を
聞
く
。
見
や
す
い
よ

う
工
夫
で
き
な
い
か
。

【
町
長
】
状
況
を
確
認
し
、

早
急
に
対
応
し
た
い
。

秋
ま
つ
り
も
バ
ス
運
行
を

車
両
数
、
交
通
規
制
か
ら
困
難

問町
長

バス停に貼られた時刻表も大きく分かり
やすい表示が望まれます
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大
おおむら

村　税
みつぎ

一般質問

特
　
集
　
記
　
事

３
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

一般質問

山
や ま も と

本 幸
ゆ き お

男

問町振興に隊員募集の継続を

答 ニーズを捉え、隊員確保に努めたい

地域おこし協力隊

町長

特
　
集
　
記
　
事

３
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

問「湯っこ」交流駅に整備を

答 福祉ゾーン整備に併せ検討したい

共同浴場の建設

町長

【
問
】町
民
交
流
の
場
と

し
て
の
「
湯
っ
こ
」

を
計
画
し
な
い
か
。

【
町
長
】
多
く
の
町
民
が

望
む
施
設
と
認
識
は
し
て

い
る
。
公
共
施
設
の
老
朽

化
も
進
む
こ
と
か
ら
、
福

祉
ゾ
ー
ン
整
備
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
建
設
や
管

理
等
に
要
す
る
費
用
を
総

合
的
に
検
討
し
た
い
。

【
問
】か
る
ま
い
交
流
駅

（
仮
称
）
に
併
設
、

又
は
近
く
へ
の
整
備
が
望

ま
し
い
と
考
え
る
が
。

【
町
長
】
現
在
の
交
流
駅

事
業
と
は
切
り
離
し
た
形

で
、
今
後
の
老
朽
化
施
設

の
更
新
に
併
せ
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

【
問
】近
隣
町
村
で

「
湯
っ
こ
」
が
な

い
の
は
軽
米
町
だ
け
で
あ

る
。
町
で
は
ど
う
捉
え
て

い
る
の
か
。

【
町
長
】
議
員
が
想
定
す

る
「
湯
っ
こ
」
と
は
異
な

る
か
も
し
れ
な
い
が
、
町

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は

誰
で
も
利
用
で
き
る
浴
場

が
あ
り
、
交
流
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
。
今
後
の
公

共
施
設
更
新
に
併
せ
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

大
雨
対
策
の
再
検
証
を

対
策
は
十
分
、
常
に
注
意
配
る

問答
町
長

【
問
】太
陽
光
発
電
施
設

で
の
大
雨
災
害
対

策
は
今
一
度
、
検
証
が
必

要
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

町
と
町
民
と
で
検
証
委
員

検
計
画
の
策
定
を
求
め
る

な
ど
、
事
業
者
が
責
任
を

も
っ
て
点
検
し
補
修
す
る

な
ど
の
ソ
フ
ト
面
の
対
策

も
講
じ
て
い
る
。

【
問
】調
整
池
の
許
容
量

を
越
え
る
雨
量
と

太陽光施設

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
誰
で
も
楽
し

め
る
入
浴
施
設
の
整
備
を
望
み
ま
す

（
◀
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
す
）

な
っ
た
場
合
、
下
流
地
域

に
周
知
す
る
た
め
の
サ
イ

レ
ン
な
ど
が
必
要
で
は
な

い
か
。

【
町
長
】
各
調
整
池
に
は

監
視
カ
メ
ラ
が
設
置
さ
れ

て
い
る
。
万
が
一
、
越
流

の
可
能
性
が
生
じ
た
場
合

に
は
防
災
行
政
無
線
で
周

知
し
た
い
。
い
ず
れ
に
し

て
も
気
象
情
報
に
は
常
に

注
意
を
配
り
、
早
め
の
判

断
、
対
応
を
し
て
ま
い
り

た
い
。

 　  　　　追跡　あの「検討します」は…どうなった次は👈👈

【
問
】地
域
お
こ
し
協
力

隊
が
採
用
さ
れ
て

い
な
い
。
応
募
自
体
が
無

い
の
か
、
あ
る
い
は
応
募

が
あ
っ
て
も
採
用
に
至
っ

て
い
な
い
の
か
、
状
況
を

伺
う
。

【
町
長
】
29
年
度
は
農
業

の
活
性
化
を
担
う
隊
員

と
、
ミ
ル
・
み
る
ハ
ウ
ス

の
経
営
管
理
等
を
行
う
隊

員
の
２
名
を
募
集
。
２
人

の
方
か
ら
問
い
合
わ
せ
は

あ
っ
た
が
応
募
に
至
ら
な

か
っ
た
。
30
年
度
は
１
名

分
の
予
算
を
確
保
し
た

が
、
活
動
内
容
等
を
明
確

に
で
き
ず
に
募
集
に
至
っ

て
い
な
い
。

【
問
】応
募
が
無
い
と
い

う
こ
と
は
、
募
集

内
容
に
課
題
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。
検
証
等
を

行
っ
て
い
る
か
。

観光情報の発信など交流人口の拡大が期待される地域おこし協
力隊の早期の採用を望みます

【
町
長
】
求
め
る
人
材
等

を
明
確
に
で
き
ず
、
ま
た

受
入
体
制
の
整
備
も
で
き

な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と

考
え
て
い
る
。

【
問
】来
年
度
以
降
も
地

域
お
こ
し
協
力
隊

員
を
導
入
し
町
の
発
展
に

寄
与
す
べ
き
と
思
う
が
、

取
り
組
み
は
い
か
に
。

【
町
長
】
全
国
で
約
２
千

３
０
０
人
が
任
期
を
終

え
、
約
半
数
が
そ
の
地
域

に
定
住
し
て
お
り
、
県
内

も
同
様
と
聞
い
て
い
る
。

応
募
す
る
方
と
、
募
集
す

る
町
と
の
条
件
が
一
致
で

き
れ
ば
大
き
な
力
に
な
る

と
考
え
る
。
応
募
す
る
側

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
、
隊
員

確
保
に
努
め
て
い
き
た

い
。

◀「地域おこし協力隊に関する内容」
　（総務省ＨＰ） QR コード

【
問
】本
町
で
は
商
工
観

光
振
興
に
携
わ
る

隊
員
が
必
要
と
考
え
る
。

町
の
潜
在
資
源
を
掘
り
起

こ
し
、交
流
人
口
の
拡
大
、

賑
わ
い
創
出
に
つ
な
げ
る

よ
う
提
案
す
る
。

【
町
長
】
マ
ン
パ
ワ
ー
不

足
は
肌
で
感
じ
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
見

つ
か
れ
ば
最
高
で
あ
り
、

私
も
最
前
線
に
立
っ
て
頑

張
り
た
い
。

【
問
】企
画
立
案
に
あ

た
っ
て
は
、
国
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
の
活

用
も
検
討
し
な
い
か
。

【
総
務
課
総
括
課
長
】
本

町
で
は
同
制
度
の
活
用
は

な
い
。
協
力
隊
導
入
の
実

現
に
向
け
て
、
積
極
的
に

検
討
し
て
い
き
た
い
。

商
工
観
光
振
興
へ
登
用
を

31
年
度
に
は
導
入
を
実
現
し
た
い

問町
長

会
を
設
置
し
な

い
か
。

【
町
長
】
ハ
ー

ド
面
の
対
策

は
、
林
地
開
発

手
続
き
の
際
、

県
の
指
導
に
よ

り
十
分
な
洪
水

調
整
池
が
設
置

及
び
計
画
さ
れ

て
い
る
。
町
で

は
設
備
整
備
計

画
認
定
の
条
件

と
し
て
、
異
常

気
象
時
の
警
戒

配
備
計
画
や
点
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？　議会のはてな？
　　しくみを教えて！⓲

 　 　　　町民インタビュー
　　　　　　　　　かるまい町に住んでみて

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

特
　
集
　
記
　
事

12
　
月
　
定
　
例
　
会

特
　
別
　
委
　
員
　
会

一
　
般
　
質
　
問

議
　
会
　
活
　
動

一
　
般
　
質
　
問

追
　
跡
　
・
　
検
　
証

次は👈👈

臨
時
議
長
と
仮
議
席

　

初
議
会
の
時
点
で
は
通

常
、
議
事
進
行
役
の
議
長
が

不
在
の
た
め
、
議
長
が
決
ま

る
ま
で
最
年
長
議
員
が
臨

初 議 会
は つ ぎ か い  

時
に
議
長
職
務
を
行
い
ま
す

（
臨
時
議
長
と
言
う
）。
ま
た

議
場
内
の
議
席
（
議
員
の
座

る
席
）
は
、
議
長
が
指
定
す

る
た
め
、
議
長
が
選
出
さ
れ

る
ま
で
は
仮
議
席
と
し
て
臨

時
議
長
が
指
定
。
正
副
議
長

が
決
定
し
た
ら
正
式
な
議
席

（
番
号
）
を
指
定
し
ま
す
。

議長交際費
１月 ３件 　１２，９８０円
２月 ２件 　１０，０００円
３月 ５件 　２２，０００円

町 議 会 の 動 き
（平成 31 年１月～３月の主要な行事）

▲町議会ＨＰ
　ＱＲコード

議長交際費は議長等が町議会を代表して総会等の行事へ参加
する際の経費です。詳しくは町ホームページをご覧ください。

あの 「検討します」 は…

　　　どうなった？⑩
検証

平成 30 年３月定例会

　　　　　　一般質問 から

　　　　　　　　　Pick up!

追跡
農業経営の担い手対策

　町独自の支援制度が必要でないか問

答

〔解説〕
　国の農業後継者支援策（農業次世代人材投資資金）
は、認定新規就農者の資格取得が要件であること、
対象となる年齢が 45 歳未満であること、親世代とは
異なる作物を栽培することなどの基準がある。親と
同一作物を一緒になって生産しようとする新規就農
者（担い手）への助成制度について、町議会と町認
定農業者振興会との懇談会でも町単独の支援制度を
求める声が多く出され、その後の町議会でも一般質
問等で取り上げられていた。平成 31 年度はふるさと
納税を、32 年度からは町自然のめぐみ基金を財源に
した町独自の支援制度がスタートする。

　平成 31 年度からの軽米町親元就農給付金事業を創設
　対象は、国補助制度に該当しない方々が該当に

その後は…

　議員の質問に対して「検討する」などと回答
したものが、その後どのように対応し、どうなっ
ているのかを追跡し、検証するコーナーです。

農業経営者から課題や要望等を聞き検討したい

月 日 曜 行　　事　　名

１
　
月

３ 木 軽米町消防団出初め式
６ 日 新春まちづくり交賀会
11 金 議会報編集委員会
17 木 議会報編集委員会
23 水 かるまい議会だより第 216 号発行
31 木 岩手県町村議会議長会定例理事会（盛岡市）

２
月

３ 日 軽米町民生涯学習フェスティバル
６ 水 議会運営委員会
７ 木 二戸地区広域行政事務組合議会定例会（二戸市）
８ 金 第 29 回臨時会、議員全員協議会

13 水 北部地区町村議会議長会正副議長・事務局長合同会議
　並びに県北地区選出県議会議員との懇談会（盛岡市）

14 木 軽米町表彰式典

15 金 産業建設常任委員会
在八軽米郷和会新年会（八戸市）

19 火
岩手県町村議会議長会第 70 回定期総会（盛岡市）
北部地区町村議会議長会情報交換会（盛岡市）
岩手県後期高齢者医療広域連合議会定例会（盛岡市）

20 水 北部地区町村議会議長会議長連絡会・事務局長会（盛岡市）

月 日 曜 行　　事　　名

2
月

21 木 議会運営委員会
27 水 議員全員協議会
28 木 第 30 回定例会・本会議（会期；～３月 12 日）

３
月

４ 月 定例会・一般質問（４人）、議会運営委員会
５ 火 定例会・一般質問（１人）、総務教育民生常任委員会
６ 水 平成 31 年度軽米町一般会計予算等審査特別委員会（～ 11 日）
７ 木 議会報編集委員会
11 月 議会運営委員会

12 火 第 30 回定例会・最終本会議
議会報編集委員会、軽和会との懇親会

22 金 議会運営委員会

25 月 第 31 回臨時会、町政調査会全体会
小・中学校転退任職員離任式、三者合同送別会

26 火 議会報編集委員会、町政調査会

かるまい　議会だより № 217号
の表紙

第 16 回全国スポーツ少年団バレーボール大会（３
月 28 日、大分県）への出場を果たした軽米バレー
ボールスポーツ少年団（軽米ＶＢＳＳ）。毎週月・
水・金曜日に町民体育館など練習を重ねています。
令和元年のことしも、全国大会出場を目指します。

〔後列左〕浦部志
し ほ

歩、荒澤和
わ か な

奏、竹花瑠
る か

香、内澤璃
り り

々

〔中列左〕　　板橋芽
め い

泉、菅原悠
ゆ な

奈、澤橋優
ゆ り

璃

〔前列左〕竹花杏
あん

、鶴飼綾
りん

、澤橋瑠
る か

華、明堂莉
り こ

己

・親元就農計画を策定

・農地を所有又は利用の権利を有する

・年間 150 日以上、1200 時間農業に従事

・生産物、生産資材を自分名義で取引する

・農産物の売上や経費等を自分名義の通帳・帳簿で管理

・農業用機械、施設を自分名義で保有又は借用

・農業経営の主宰権（経営判断や責任等）を有する

・自身と親に町税の滞納がない

・農業次世代人材投資資金の交付を受けていない

交付要件は

・1 経営体年間 42 万円

・期間は最長２年間

交付内容は

・農業経営の開始時に 55 歳未満

・町内に住所を有する

・親元就農計画の申請の前々年度に農業経営開始

・3 親等以内の親族の経営を継承すること

対象者は

（敬称略）

選
挙
後
の
初
議
会

　

一
般
選
挙
後
に
初
め
て
開

か
れ
る
議
会
を
初
議
会
と
呼

び
ま
す
。
新
議
員
が
決
定
し

任
期
が
始
ま
っ
て
か
ら
な
る

べ
く
早
く
（
10
日
前
後
）
に

臨
時
会
を
招
集
し
ま
す
。
初

議
会
で
は
①
議
長
選
挙
、
②

副
議
長
選
挙
、
③
議
席
の
指

定
、
④
会
期
の
決
定
、
⑤
会

議
録
署
名
議
員
の
指
名
、
⑥

常
任
委
員
及
び
議
会
運
営
委

員
の
選
任
、
⑦
議
会
選
出
広

域
議
会
議
員
等
の
選
挙
及
び

選
任
、な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

第１回臨時会（初議会）は５月８日開会予定

　【全国町村議会議長会表彰（H31.2.6 付）】

　松浦　求（議長  ７年）

　大村　税（議員 15 年）

　茶屋　隆（議員 15 年）

　舘坂久人（議員 15 年）

受　賞　報　告
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かるまい町に住んでみて

と
相
談
も
し
や
す
い
な
っ
て
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ

で
も
二
つ
で
も
で
き
る
こ
と
を

成
し
遂
げ
て
い
た
だ
い
て
、
町

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う
期

待
し
て
い
ま
す
。

公
園
は
ぜ
ひ
整
備
を

☟
町
が
も
っ
と
住
み
良
く
な
る
た

め
に
は
何
が
必
要
と
思
い
ま
す
か
？

　

教
育
環
境
や
病
院
な
ど
医
療

機
関
は
他
に
比
べ
て
も
充
実
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
子
育
て

環
境
の
面
で
は
、
公
園
が
な
い

の
が
残
念
で
す
。
ぜ
ひ
と
も
公

園
を
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

働
く
場
所
づ
く
り
を

☟
町
づ
く
り
へ
の
思
い
を
一
言
？

　

そ
れ
と
働
け
る
と
こ
ろ
。
人

口
減
少
は
気
に
な
る
と
こ
ろ
な

の
で
、
企
業
誘
致
で
も
何
で
も

と
り
あ
え
ず
働
く
場
が
あ
れ
ば

人
口
流
出
も
防
げ
る
と
思
う

し
、
町
に
戻
っ
て
く
る
方
も
あ

る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

期
待
し
て
い
ま
す
。

交
通
の
利
便
性
は
◎

☟
軽
米
町
で
暮
ら
す
き
っ
か
け
は
？

　

結
婚
し
て
軽
米
町
に
来
ま
し

た
。
旦
那
か
ら
は
、
田
舎
だ
か

ら
と
言
わ
れ
続
け
て
い
た
の
で

す
が
、
来
て
み
て
感
じ
た
の
は

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
も
近
く

て
、
交
通
の
便
が
良
い
な
あ
と

感
じ
ま
し
た
。

地
域
に
密
着
し
た
町

☟
町
に
住
む
前
と
後
の
印
象
は
ど

う
変
わ
り
ま
し
た
か
？

　

町
へ
の
イ
メ
ー
ジ
は
特
に
は

持
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す

が
、
実
際
に
住
ん
で
み
て
感
じ

た
の
は
「
地
域
に
密
着
し
て
い

る
」
と
こ
ろ
で
す
ね
。
町
内
会

の
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ

く
さ
ん
で
す
し
、
町
議
会
議
員

の
方
々
も
と
て
も
身
近
で
何
か

　　　　　　　　　　　
矢巾町出身　41 歳（上新町）
　夫・長女・長男・義父・義母の６人家族

　　 こばやし 　  ちこと　

　　町民インタビュー Vol.⓯

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
の
出
演
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
主
に
町
外
か
ら
軽
米
町
に

来
ら
れ
た
方
で
、
町
へ
の
提
言
、
思
い

な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
自
薦
・
他

薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

議
会
事
務
局
又
は
お
近
く
の
町
議
会

議
員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募集しています

委 員 長
副委員長
委　　員
　　〃
　　〃
　　〃

茶屋　　隆
中村　正志
松浦　満雄
川原木芳蔵
田村　せつ
中里　宜博

発行日　平成 31 年４月 24 日発行（№ 217）
発行者　軽米町議会　議長　松浦　求
編　集　議会報編集常任委員会　
　　　　　〒 028-6302　岩手県九戸郡軽米町大字軽米 10-85
　　　　　TEL 0195(46)2111 ／ FAX 0195(46)2335
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軽米町議会だよ
りはこちらから

小林 千琴 さん

　　　　　　　　　長男・  千
せ せ ら

星良  さん　　　長女・  千
ち え り

衣良  さん　


